
第47回　一橋植樹会　総会

令和２年５月16日（土）

総会議案

第１号議案　　令和元年度事業報告並びに決算承認の件

第２号議案　　役員改選承認の件

第３号議案　　令和2年度事業計画並びに予算承認の件
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第１号議案　令和元年度事業報告
　令和元年度は天候に恵まれ一橋植樹会は２月までは計画
していたすべての事業を予定通り、無事故でこなすことが
出来ました。これもひとえに楽しい中にも緊張感をもって
作業にご参加いただいた皆様のお陰と感謝申し上げます。
但し３月に入り新型コロナウイルス感染拡大を考慮して３
月27日に予定していた定例作業を中止することになったの
は残念なことでした。
　1973年（昭和48年）10月に創立総会を開催して発足した
一橋植樹会は今年創立47年目を迎えます。創立30年後の
2003年に新生植樹会として、現在のようなボランティアに
よる作業活動を伴う形式に変化しました。その第１回目の
定例作業は同年７月に16名の参加者でおこなわれました。
それ以降８月を除く年間11回の定例作業（休日作業を含む）
とＫＯＤＡＩＲＡ祭と一橋祭前の学生との２回の共同作業
を含めた年間合計13回の作業を公式の作業日としてカウン
トしています。最近では定例作業には平均して毎回ＯＢが
約50名、学生が約70名が参加しています。約120名で２時
間程作業に汗を流しています。
　2011年11月には第100回目の作業を迎え記念植樹を行い
ましたが、2019年９月の定例作業日が第200回目の作業日
に該当し、植樹の適期になった11月の定例作業日に記念植
樹式を挙行しました。大学からは蜂谷理事・副学長以下の
幹部の皆様に御出席いただき、東キャンパスのマーキュリ
ータワーの傍に立派なアカマツの幼木を植えました。アカ
マツの新植の費用は昨年度までの２年の期間で500万円を
目標に募金を進めていたアカマツ基金から充当しました。
お陰様で基金はすでに目標額を超過しております。
　アカマツ再生事業に関してですが、1965年には1,000本、
1992年には755本あったアカマツが現在では329本にまで減
少しています。そこで２年前の総会で２年間500万円を目
標に「アカマツ基金」の創設を宣言しました。現在までに
趣旨にご賛同頂いた延べ151名の方から565万円のご寄附を
お預かりしています。２月に実施した薬剤樹幹注入費とし
て「アカマツ基金」から50万円の支援を大学に行ないまし
た。新年度以降２年間で185万円の樹幹注入費が発生しま
すので、引き続き大学に支援させて頂く所存です。アカマ
ツの補植にも取り組んでおり2015年以来累計46本の苗を植
えています。
　一橋植樹会では年間13回の定例作業以外に、頻繁に臨時
作業を行なっています。定例作業だけではとても広大なキ
ャンパスの緑を適切に維持管理できないからです。植樹会
幹事・幹事ＯＢが中心になり１回当たり平均10名が参加し
ています。刈払機など機械を使う作業を中心にして効率的
に作業を進めています。最近は体育会運動部各部との共同
作業を臨時作業で行うことが増えています。運動部各部と
の共同作業では、各部の要望も組み入れて綿密な作業計画
を練っており、流石に自分達が使用する場所の整備だけに

熱のこもった部員の皆さんとの共同作業の成果はいつも目
をみはるものがあり、参加する植樹会員にとっても大変遣
り甲斐があります。今後とも運動部各部との共同作業を増
やすように働きかけていきます。

１．ボランティア作業
⑴　活動実績
　年13回実施予定の大学祭準備作業を含めた定例作業は、
今年度は、新型コロナウイルスによる感染症拡大の懸念か
ら３月の定例作業を中止したため、12回となりました。定
例作業への参加者は、延べ1,381名と前年度の1,561名を11
％下回り、３月の定例作業中止に加え、前々年度来、大学
の４学期制移行に伴う時間割の変更から、学生の参加者は
減少を続け、また卒業生の参加者も同様の傾向にあったこ
とによるものです。一方、定例作業を補完する臨時作業は、
卒業生有志を中心に20回を超える回数実施し、作業への参
加延人数も536名と、前年の495名より増加しました。なか
でも学生サークルからの依頼による学生との共同作業が増
加し、７月のラグビー場とその周辺の雑草除去作業をはじ
めとして、同月の弓道場周辺の整備作業、８月の野球場周
辺、10月のハンドボールコート周辺の整備作業、11月の硬
式テニスコート周辺の整備作業、３回におよぶフィールド
ホッケー場周辺の整備作業を実施し、その件数は前年度比
飛躍的に増加しました。

作業前説明
⑵　休日作業
　年２回の休日作業は、より多くの植樹会員に植樹会作業
に参加していただくことを目的に、作業日を土曜日に設定
しているものです。作業は７月20日（土）と10月19日（土）の
両日に実施し、それぞれの作業への参加者は、162名と168
名で合計すると前年より２名増となりました。７月は、気
温が上昇することから参加者の健康への影響が懸念されま
したが、予定した西キャンパスにおける作業を無事にこな
すことができました。また、10月の作業では、穏やかな天
候のもとで東キャンパスを中心に雑草除去や植込みの整備
などの作業を実施しました。
⑶　植樹作業
　枯死木や衰弱木の除去を行う一方、回復の可能性のある
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樹木の復元を図ることや補植に努めました。また、樹齢の
高くなったアカマツの世代交代に備えて「アカマツ基金」
の充実を図る一方、以下の植樹、移植や補植を実施しまし
た。

　令和元年11月16日：マーキュリータワー北西側にお
ける植樹会作業200回記念のアカマツの記念植樹
　令和元年11月：平成19年卒学生卒業記念植樹のカル
ミア、シャクナゲ各２本の枯死・半枯死木の補植と平
成25年卒学生卒業記念植樹のイチヨウの倒木の補植
　令和元年12月：大学施設課に協力して苗床からのア
カマツ４本、イロハモミジ８本、オカメザクラ12本等
合計28本の樹木の移植

　なお、国立市に消防小屋用地として貸し出されていた東
キャンパスの北東角の大学の敷地が返還され、跡地にアカ
マツ１本、マメザクラ２本を11月に国立市からの寄贈によ
り植樹、加えて西キャンパスからアオキを移植しました。

第200回記念のアカマツの記念植樹
⑷　「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」に沿っての
作業

　「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」に記載された
『第二次緑地基本計画レビュー』の円滑な実行の為に、大
学施設課との間でワーキング・チームのミーティングを四
半期に一度開催し、年間の作業計画と進捗状況、危機管理
あるいは景観維持の観点から管理を要する樹木に対する方
針等について話し合いを行ってまいりました。要管理木へ
の対応については、大学との間で優先順位をつけ、業者に
委ねざるを得ない樹木は大学が、植樹会の手で実行できる
ものは植樹会が分担することとし、その枠組の中で対応を
行なっておりますが、優先度１で対応を早期に要すると考
えられる樹木については、伐採・除去等の作業は概ね完了
しています。
⑸　作業環境・効率の改善、新規購入の用具・備品その他
　作業用用具や備品については、作業効率を高め安全に作
業が出来るよう、既存の用具・備品の保守や整備を都度実
施する一方、新たに以下の補充、購入も行ないました。

　作業効率化の為：ホンダ製刈払機２台、エンジンチ
ェ－ンソー２台（大学で購入）・電動チェーンソー１台、

電池式トリマー２台、刈り込み鋏10丁（昭和41年会に
よる寄贈）。
　作業安全の為：刈払機取扱研修を実施し、また作業
時の安全管理、作業手順の効率化のため作業における
安全手順の見直しと更新を行いました。

　さらに、倉庫を有効活用する為に、倉庫内の追加的な整
理整頓を行ない、用具や備品の実効的な管理が出来るよう
にしました。
⑹　作業後交流会
　多くの学生が参加し作業を体験した後に、卒業生との活
発かつ貴重な歓談や交流の場としての作業後交流会を継続
的に実施して参りました。また、学生理事達も年３回、自
主企画を行ない交流会を盛り上げ、大きく植樹会の活動に
貢献してくれました。

２．学生の主体的活動の推進
　４学期制導入により学生生活が忙しくなった中で、学生
理事達は定例作業日の受付や交流会の準備・片付け等、会
の活動・運営に今年度も積極的に取り組んでくれました。
定例作業日１週間前の学生理事・学生班幹事による合同会
議でも、活発に意見交換を行ない、その成果は植樹会活動
に確実に反映されています。毎月の幹事会では、学生理事
の代表２名が参加し、合同会議の結果を報告しており、双
方が深い認識を共有し合うのに大いに役立っています。ま
たパソコン・プロジェクターを駆使して、幹事会の進行に
大きな貢献をしてくれています。
⑴　学生に対する作業参加呼びかけ
　新入生に対しては全員に植樹会紹介のチラシ・「緑の回
廊」を配布し、植樹会の存在をアピールしています。一橋
祭運営委員会やＫＯＤＡＩＲＡ祭実行委員会の現役・ＯＢ
ＯＧが主体となって構成されている学生理事達は、両委員
会及び体育会系各クラブへ定例作業参加の呼びかけを積極
的に行ない、大きな成果をあげました。
⑵　学生理事の自主的活動
　一橋祭及びＫＯＤＡＩＲＡ祭に於いては、両委員会が計
画する事前の学内特別清掃を植樹会が支援するに際し、橋

一橋祭での森のクラフト教室
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渡し役として重要な役割を果たすとともに、今では目玉の
一つになった「森のクラフト教室」継続実施の面でも主導
的役割を果たしました。
　作業後の交流会では夏と冬に学生理事の企画で料理を提
供しています。その際は学生理事が「くにたちのお花ばた
け」で栽培したジャガイモ・サツマイモ等の食材を使った
り、大学構内で収穫したナツミカンを加工して提供するな
ど積極的な活動を行ない、作業参加者を楽しませてくれま
した。

３．組織強化活動
⑴　会員の状況
　植樹会の財政基盤の安定・強化と活動の活発化を図る為、
新規会員の増強に努めました。具体的には、前年度と同様
に、５回にわたる周年大会で個人会員の新規入会勧誘に努
めるとともに、昨年度に引き続き体育会系ＯＢＯＧ会に対
し団体会員としての入会勧誘活動を行いました。この結果、
卒業生43名、団体会員２団体に新規入会して頂きました。
　一方、物故者を含む卒業生の自主退会者が46名、見做し
退会者（３年間連続年会費不払い）が12名と１団体おりこ
れを差し引くと、卒業生会員は残念ながら15名減少し
1,419名、団体会員は１団体増加し41団体、教員、職員、
特別会員、学生を含めた会員数合計では19名・団体減少し
1,557名・団体となりました。
⑵　組織強化
　一部会員の年会費不払いによる「見做し退会」は残念な
がら常態化しており、今年度もその数を減らすべく２回に
わたり年会費納付のお願いを出状しました。しかしながら、
前年度より減少したとはいえ13名・団体がその対象になり
ました。
　一方、定例作業に参加される昭和50年前後卒業のリピー
ターが徐々に増え、幹事会に入り協力して下さる方も出て
こられ、徐々にではありますが世代交代が進んできており
ます。

４．広報活動
⑴　如水会々報「植樹会通信」
　「植樹会通信」では、これまでと同様に総会など植樹会
の主な活動、新年号では河村会長の挨拶など主要トピック
スを報告するとともに、キャンパスの樹木について福嶋顧
問の寄稿を随時掲載しました。樹種としては、ヤマザクラ、
トウジュロ、クヌギ、コナラ、サザンカ、ウメ・アンズ、
モモ、エノキ、などです。
　また、玉川上水沿いのラバーズレーン、箱根の坐忘山荘
の整備、などについても報告しました。
⑵　ホ－ムページ
　「ホームページ」では、視覚に訴えるようにカラー写真
をたくさん使って毎月おりおりの作業の報告やキャンパス
の様子、ＫＯＤＡＩＲＡ祭や一橋祭の植樹会の活動、長野

県赤石山麓大鹿村での中央構造線と植生の観察や、東久留
米市の湧水群の観察などの春と秋の２回の学外研修、ラグ
ビー部、野球部、弓道部などとの共同作業、石神井の東京
商大予科跡地の整備、また学生をはじめ多くの方々のご主
張・ご意見や活動ぶりを紹介して好評を得ました。

５．寄附講義「緑の科学」
　本講義は数少ない自然科学系の科目としてとても人気が
あり、今年度は300名の受講希望者がありました。その中
から選抜された60名が受講し、充実した講義となりました。
今年度は、前年度の秋・冬学期から従来の春・夏学期に戻
しての開講となりました。
　本講義では、「緑と地球」、「地球、地球環境としての水
と緑」、「一橋の緑と鳥」、「武蔵野の雑木林と自然」、「里山
と人々」、「植生管理と防火」等の座学を行いました。
　加えて、キャンパスツアーや緑と光の照度観測、三角法
を使ってのキャンパスの樹高の計測、タンポポの葉の色素
のクロマトグラフィー実験、ベニカナメモチの剪定作業等
も行い、多くの学生には初めての体験となったようで生き
生きと作業に取り組む姿が印象的でした。
　昨年に引き続き、飯塚幹事が「里山と人々」の講座を担
当した他、屋外での活動や教室での実験に当たっては植樹
会の幹事多数が参加しサポートを行いました。

緑の科学の剪定作業

６．キャンパス外活動
⑴　６月11日～12日、12名が参加して恒例の箱根坐忘山荘
庭園の手入れを行いました。
⑵　福嶋顧問のご指導の下、春と秋の２回学外研修を実施
しました。
　・５月20日～21日： 長野県下伊那郡大鹿村を走る中央構

造線と植生の観察会（20名参加）
　・11月19日　　　： 東久留米の湧水群、自然と歴史・文

化の観察会（26名参加）
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⑴　作業参加者の推移

平成29年度 平成30年度 令和元年度 対前年比増減

卒　業　生 　648 　567 　547 －20　

教　職　員 　 33 　 47 　 48 1

学　　　生 1,001 　947 　786 －161 　

計 1,682 1,561 1,381 －180 　

１回当たりの
平均作業参加者数

　130
　（13回）

　120
　（13回）

　115
　（12回）

＊ 令和元年度３月は新型コロナウイルス感染症対策で休会になりました。
　　
　　
⑵　会員数の推移

会員種類 平成30年４月１日 平成31年４月１日 令和２年４月１日 対前年比増減

卒　業　生 1,415 1,434 1,419 －15　

教　　　員    47    46    44 －2

職　　　員    32    31    32 1

（小　計） 1,494 1,511 1,495 －16　

団　　　体    39    40    41  1

特　　　別 　　3 　　3 　　3  0

学　　　生    24    22    18 －4

合　計 1,560 1,576 1,557 －19　

（有 料 会 員） 1,517 1,533 1,515 －18　

　（免 除 会 員）＊    43    43    42 －1

＊免除会員⇒卒業後２年以内卒業生会員＋特別会員＋学生
　　
　　
⑶　卒業会員年次ブロック別会員推移表

S23～
34

S35～
39

S40～
44

S45～
49

S50～
54

S55～
59

S60～
H1

H2～6
H7～
11

H12～
16

H17～
21

H22～

H30年４月１日 143 228 258 195 138 153 84 77 29 15 28 67

H31年４月１日 136 220 270 203 135 158 81 74 50 15 22 71

R 2 年４月１日 125 213 261 200 136 155 95 73 48 15 22 76

0

50

100

150

200

250

300

人数

＜卒業会員年次ブロック別会員推移表＞
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第３号議案　令和２年度事業計画

基本方針
１．「国立キャンパス緑地基本計画レビュー」に基づく第
二次緑地基本計画の達成に向け、３年前に大学と一緒に
策定した「要管理木対策計画」を大学との共同事業とし
て前年度と同様に着実に実施して参ります。

２．アカマツ再生事業を継続します。薬剤の樹幹注入を継
続するために、大学に協力して今年度も植樹会並びに
「アカマツ基金」から資金提供を行ないます。また前年
度、積極的に行なったアカマツの新植も継続して実施し
ます。

３．アカマツ基金の募金目標500万円は前年度で達成され
ましたが樹幹注入やアカマツの補植は今後も続く事業な
ので、事業内容を積極的に広報し、殊に新植に重点を置
いていることをアピールして募金を継続します。

４．安全な作業を最優先事項とし、必要な研修、必要な用
具の購入、必要なメンテナンスを実施します。

具体的活動計画
１．ボランティア作業
　第二次緑地基本計画の達成に向け、ワーキング・チーム
により整理された項目を、大学の執行部に報告をしながら
実施して行きます。その過程で今後対応を積極的に図らな
ければならないことは、危険の多い衰弱した老高木やキャ
ンパスの景観維持の観点から不要な樹木の除去、そして夏
場に勢いよく繁茂する雑草やツル植物への対応です。植込
みの剪定も必要になってまいります。大学の了解と必要費
用の捻出が求められます。例えば、樹木については、低木
であれば植樹会の手で除去可能ですが、高木の伐採と処理
は業者に委ねざるを得ません。これらについては、大学の
ご理解とご決断をお願いして参ります。
⑴　定例の月例作業と交流会は例年の通りに予定します。
夏季に繁茂する雑草類やツル植物への対策、管理を要す
る樹木や不要木の伐採や植込みの剪定を中心に、機動的
に臨時作業も行ないます。

⑵　樹木は生き物です。時の経過とともに状況は変化しま
す。管理を要する樹木の確認と対応については引き続き
都度実施していきます。樹木の伐採跡地における補植の
実施、元気なアカマツを生かす対策、武蔵野の雑木林の
維持等は植樹会の担う核心的役割の一つとして、継続し
て進めてまいります。

⑶　重要課題の一つである松枯病の拡大防止対策として、
今年度は、44本に樹幹注入を行なう予算が120万円程必
要とされます。植樹会としては、これが着実に実施され
るよう大学を支援して参ります。また、老齢化したアカ
マツの世代交代に対処すべく、「アカマツ基金」の有効
利用を図ります。

⑷　作業の安全を第一とし、用具・備品の充実と保守点検
のスキル向上と実施に取組み、作業効率の向上に努めま
す。作業内容の多様化と作業区域の拡大に対応できるよ
うに用具・備品の充実を図ります。

矢野二郎先生像前の7月休日作業

２．学生の主体的活動の推進
　活発になっている学生理事の独自の活動を積極的に支援
し、学生理事の裁量に任せる分野をより拡大させ、植樹会
の構成員としての活躍の場がより一層広がることを期待し
ています。
⑴　学生の作業参加への働きかけの継続
　学生の作業参加者は、キャンパスの環境維持・保全に欠
かせない一大戦力に成長しています。昨年度は４学期制の
影響か、年間900名位と若干減りましたが、今年度も引き
続き一橋祭運営委員会、ＫＯＤＡＩＲＡ祭実行委員会、体
育会各クラブ等への働き掛けを拡大・強化し、定例作業へ
の一層の参加促進、共同作業の充実等に取り組んでもらい
ます。

法人本部棟前の休日作業
⑵　学生理事の自主的活動
　学生理事が作成したハンドブックは、毎年入れ替わって
いくメンバーが活動内容を受け継ぎ発展させる上で大きな
役割を果たしており、今後も更新を続けて、活動のレベル
アップに努めてもらいます。
　学生理事は植樹会の運営に深く携わる結果として、例え
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ば定例作業日当日は、学生参加者の受付業務や交流会の準
備などで忙しく、実際の作業には参加しにくいという実情
がありますが、これを改善する方策を工夫してもらいます。
また「くにたちのお花ばたけ」の企画・運営にも積極的に
取り組んでもらいます。

３．組織強化活動
　財政基盤の安定・強化と活動の活発化を図る為、引き続
き周年大会での個人会員の新規入会勧誘活動を強化して参
ります。併せて、前年度同様に体育会系ＯＢＯＧ会に対す
る団体会員入会勧誘活動にも注力して参ります。

４．広報活動
⑴　如水会々報「植樹会通信」
　「キャンパスの樹木」を継続して福嶋顧問より寄稿して
頂く予定です。エゴノキ、ムク、ドウダンツツジ、ソヨゴ、
モチ、モッコク、ユリノキ、プラタナス、コウヨウザン、
ツガ、カラタネオガタマ、などを予定しています。
　また河村会長の抱負や、筒井顧問からの「緑の科学」に
ついての寄稿も予定しています。毎月の、作業報告も掲載
します。
⑵　ホームページ
字数や写真の枚数の制限がないメリットを充分に活用して、
引き続き毎月の活動の詳細な内容と具体的な様子を豊富な
カラー写真や皆さんの寄稿によってお伝えしてまいります。
定例作業に加えて、臨時作業や学外研修などの諸活動につ
いても採り上げる予定です。
⑶　その他の広報活動
　より多様な媒体をも活用すべく取り組んでまいります。
「緑の回廊」の改定作業に着手いたします。また、ＯＢＯ
Ｇ向けや、学生向けのリーフレット、パンフレットの拡充
に努めていきます。

12月定例作業（岸田ロード）

５．寄附講義「緑の科学」　
　今年度も春・夏学期の開講となります。講義は、教室内
での座学とキャンパス内での観察・計測・剪定作業の実習、

教室内での実験の予定です。屋外での活動と教室内での実
験については、植樹会の幹事他多数の方にお手伝いをして
頂きます。

６．キャンパス外活動
　学外研修として今年度は春には日帰り研修、秋には群馬
県沼田市にある玉原高原の植生観察と谷川岳の三沢巡りを
開催する予定です。
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令和２年度一橋植樹会幹事会組織（案）
　　
　　
１．企画・統括班　正）須藤理事（副会長・総務担当）
　　　　　　　　林理事（経理担当）、
　　　　　　　　秦理事（寄附講義・周年大会担当）
　　　　　　　　担当業務： 事業計画立案、予算・決算、幹事会、総会、大学・如水会折

衝窓口、休日作業の企画、組織強化、会員増強、会費管理、
会員名簿の作成 、寄付講義（緑の科学）、保険（傷害、賠責）
に関する事項。

　　
２．学生班　正）小槙理事（副会長）
　　　　　　　　長谷川理事
　　　　　　　　担当業務： 学生会員の勧誘、作業参加促進、交流会支援、ＫＯＤＡＩＲ

Ａ祭・一橋祭への参加（森のクラフト教室支援）、学生会員
の名簿管理、学生植樹会の支援。

　　
３．広報班　正）谷中理事（副会長・ＨＰ担当）
　　　　　　　　小山修理事（兼務・如水会々報担当）
　　　　　　　　担当業務： ＨＰの更新および案内、如水会々報への投稿、小冊子・チラ

シの作製、学内誌との連携。
　　
４．作業班　正）飯塚理事（副会長）
　　　　　　　　 樋口理事（交流会担当）、小山明理事、山口理事、小山修理事、木田理事、

藤原理事、善宝理事（植樹企画担当）、村上理事候補、地田理事候補
　　　　　　　　担当業務： 定例作業の企画、案内と実施、用具備品の購入・管理、安全

対策、交流会の準備と実行、植樹計画の立案。
　　
５．会長特命案件　津田理事（会長補佐）



「アカマツ基金」へのご寄附のお願い

　２年前の総会で、「アカマツ基金」を立ち上げました。本資料の事業報告冒頭にもアカマツ

対策につきましてはご報告しておりますのでご参照ください。

　つきましては直接ご寄附を頂くか、または　公益財団法人一橋大学後援会／植樹会基金「ア

カマツ基金」http://hit-u-koenkai.or.jp へのご寄附をお願い致します。

　「アカマツ基金」の趣旨につきましては、植樹会のホームページをご覧いただければ幸いです。

http://www.hitotsubashi-shokujukai.jp

令和元年度キャンパス全域活動エリアマップ


